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平成２１年度業務実績評価調書：空港周辺整備機構

総合的な評定

業 務 運 営 評 価（実施状況全体）

評点の分布状況（項目数合計：２５項目） （２５項目）

ＳＳ ０項目

Ｓ ４項目

Ａ ２０項目

Ｂ １項目

Ｃ ０項目

総 合 評 価

（法人の業務の実績）

○内部統制及びガバナンス強化等に向けた取組の実施

・「内部統制の向上」は、内部通報制度の導入等、さまざまな取り組みを速やかに実施することができた。

○随意契約の見直し

・「随意契約の見直し」は、着実に随意契約の見直し計画を実施している。

○業務の確実な実施

・「再開発整備事業」は、長年の懸案であった福岡空港周辺の大井地区の整備が概成した。

・「民家防音工事補助事業」については、更新工事における競争入札の徹底により事業費の大幅な削減を

図ることができた。

○この数年、業務の実績は上がっており、目標も着実に達成できており、優れた実施状況にあると判断

する。

（課題・改善点、業務運営に対する意見等）

中村地区問題、大井地区整備、共同住宅事業、代替地造成事業等が終了し、民家防音工事補助事業に定

額制を導入したこと等により、業務は減少しているので、組織及び役職員の再編・スリム化を検証する時

期。

凍結された独法整理合理化計画の精神を受け継ぎ、昨年の独法の抜本的見直しの閣議決定及び今後の中

期目標・計画の見直しが行われる中、空港周辺対策、組織の在り方のいかなる方向付けにも迅速に対応で

きるよう、業務改善の準備を整えておくべき。

（その他）

政府方針として、平成２１年１１月に行政刷新会議により実施された事業仕分けでは、平成２２年度予

算が厳しく予算査定された。

機構の概算要求に対して、年末内示は、約１２．５％減。（△６．７億円）

総合評定

（SS , S , A , B , C の５段階）

Ａ

（評定理由）

中期目標の達成に向けて着実な実施状況にあると認められる。


